梅沢人間力アカデミー　10年度夏合宿の感想
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大見出し内：    参加者名五十音順

（幹事長・副幹事長）

【五十嵐亮佑】
私は10年度夏合宿を運営するにあたって、２つの目標を設定しました。１つ目は参加者全員に心から楽しんでもらうこと。2つ目は後輩に夏合宿をスイッチ・オンの機会にしてもらうこと、でした。

まず、1つ目の参加者全員に心から楽しんでもらうということについてですが、心から達成できたと感じています。バスレクでのみんなの笑顔。大学・学年を超えて楽しく語らいながらの登山。みんなで手を繋ぎ、歌を唄ったキャンプファイヤー。みんなで協力して作ったカレー。本音の中にも、和気あいあいと語ったディスカッション。１人１人感想を聞いたわけではありませんが、イベント毎のみんなの笑顔や歓声を見ることや聞くことができましたので、一生心に残る楽しい夏合宿になったのではないかと考えています。

次に２つ目の後輩にとって夏合宿がスイッチ・オンの機会になってほしいということについてですが、こちらも同様に達成できたと考えています。初日の夜に中田、廣田と共に３年生の男子と本音での話し合い。４年生が一丸となって後輩と本気で語り、向き合ったディスカッション。夏合宿を終えたあとに、３年男子からは「初日の夜の話し合いで、これからのアカデミー生活を本気で頑張っていきたいと思いました。」というメールを貰ったり、２年生からは「これからはアカデミーで自己成長をしていきたい。」というメールを貰ったりしました。後輩にスイッチ・オンの機会を与えることができたのでは思い、嬉しくなりました。

私が特に印象に残ったイベントはディスカッションです。４年生の凄さを感じたと共に、本音で語り合うことの素晴らしさを再認識することができました。特に最終日のディスカッションを終えた後、みんなの顔つきが別人と思ってしまうくらい変わったのが印象的でした。たった数時間のディスカッションで「人はこんなにも変われるものなのか。」と本当に感銘を受けました。私にとって最終日のディスカッションは忘れられないものとなりました。

今回の合宿で私は自分自身の甘さ・欠点を痛感しました。私は本質を見抜く力や論理的に物事を考える力が弱く、感情だけが先走り後先を考えず行動してしまう人間なのだと気づくことができました。卒業までの残りのアカデミー生活で自分の欠点を少しでも改善できるように、先生のお話を聞いてる際でも常に本質を探りながら聞く習慣を付けると共に、まずは確りと自分自身の中で物事を考え、それから行動に移すよう心掛けていきたいと思っています。

最後になりましたが、準備から当日までご指導本当に有難う御座いました。先生のご指導がなかったら私は１０年度夏合宿の本質をはき違え、参加者にとって何も得ることのない合宿になっていたと思っています。本当に感謝しています。２日目の夜に反抗的な態度を私は取ってしまいましたが、今になって考えてみると私はいかに愚かであり、間違ったことをしようとしていたのか、と反省しても反省しきれません。先生の偉大さをさらに感じたと共に、残りのアカデミー生活を先生のもとでさらに懸命に頑張りたいと思うことができました。私はどうしようもない未熟者ですが、これからも辛抱強くご指導、ご鞭撻の程宜しくお願い致します。

また、８月10日に班長を中心に夏合宿の反省会を予定しております。今年の問題点はどこにあったのか。また、よりよい合宿にするためにはどう改善していけばいいのか。の２点について話し合おうと思っています。話し合ったことはファイルに纏め先生に提出させて頂きますので、ご確認の程宜しくお願い致します。
【宮田絵莉】
今年の夏合宿を振り返ると、急な予定変更など問題が発生する度に幹事団で相談し合い、時には睡眠時間を削って朝方まで話し合ったりして、正直なところ今までで一番忙しい夏合宿でした。当日こんなにもやることが多いと思っておらず、何ヶ月も前から楽しみにしていただけに精神的に辛いものがありました。しかし、幹事の懸命に働く姿やイベントで楽しんでいるみんなの顔を見たら、もっと頑張らなきゃと思うことができました。数年前はこういう時、弱音ばかり吐いて問題から目を逸らしていたので、精神的に強くなり少しは大人になれたのではと思います。

夏合宿中のイベントはどれも非常に有意義なものでした。その中でも私が特に印象的だったのは最終日のディスカッションです。ディスカッションを行う前に、４年生を集めて流れについて五十嵐から説明した時の真剣な表情で聞く４年生の姿が今でも忘れられません。４年生の思いが一つになった瞬間だと感じました。そしてディスカッションでは、自分の経験を元にアカデミーの良さ・本質について思いのたけを語ると２、３年生は、沢山質問してくれてノートにびっしりとメモしてくれていました。きちんと伝えられるか不安で緊張するほどでしたが、ちゃんとアカデミーの本質について伝えることができたのではと思い、安堵いたしました。

また、第二部の「自分にとってのアカデミーとは」で、６名の２、３年生がアカデミーのことをどう思っているのか本音で語ってくれて、とても感動しました。今後もアカデミーで頑張って行きたいという意気込みを聞けたことが何より嬉しく、これからこのアカデミーで共に成長していきたいと思いました。帰りに何人かの２年生と話しましたが、顔つきが凛々しくなり、夏合宿に参加する前と後ではまるで別人のように変わっていました。やる気に満ち溢れている２年生のモチベーションを下げないよう、今後はしっかりとサポートしていきたいと思います。

最後になりましたが、夏合宿という貴重な機会を与えてくださった先生には、大変感謝しております。私達が間違った選択をした際も、正しい道へと導いてくださったおかげで今年も感動的で一生思い出に残るような夏合宿になりました。誠にありがとうございました。残り少ない学生生活で少しでもアカデミーのために貢献して、恩返ししていきたいと思っておりますので、何卒宜しくお願いいたします。
【桑原恭平】

夏合宿では大変お世話になりました、誠に有難う御座いました。終わってみるとあっという間の4日間で、得るものも非常に多かったです。私は今年が3回目の合宿でしたが、今回の合宿では、前回、前々回とは違って、「楽しかった」といった気持ちの他に「やりきった」という気持ちが強く残りました。それは私自身も副幹事長という役職をいただき、4年生として運営に深く関われたからだと思います。夏合宿では、事前に予定を立てていたものの、道路状況や各イベントの進行状況によって随時予定の変更が必要になりました。予定の変更が必要になるたびに五十嵐を中心として、先生からご指摘をいただきながら、何度も話し合いをしたことが非常に印象深いです。日によっては先生から夜遅くまでご指導をいただき、朝方まで幹事団で議論していたこともありました。なかなか睡眠がとれず辛いと感じることもありましたが、このように一生懸命夏合宿に向き合えたからこそ、終えたときの達成感があったのだと思います。

合宿中の様々なイベントは、それらすべてが大変印象に残っていますが、最も印象的だったものとして登山とディスカッションを挙げさせていただきたいと思います。

登山では、険しい道を進む中でゼミ生同士が自然と助け合い、また疲れているにも関わらず終始どこからか笑い声が聞こえていたことが印象に残っています。大自然の中でアカデミー生同士の繋がりが強くなっていくことがよく分かり、とても嬉しい気持ちになりました。また、山頂に辿り着いたときは何とも言えない清々しい達成感がありました。

そして、非常に有意義であったと感じると共に、悔しい思いも残っているのがディスカッションです。悔しい思いが残っているディスカッションは3日目のものです。後輩にアカデミーの本質というものをしっかりと伝えることができず、先生を失望させてしまうような結果となってしまいました。私はそのディスカッションの前夜に、幹事部屋で先生からゼミついての深いお話をしていただいておりましたので、余計に悔しく思いましたし、申し訳ない気持ちでいっぱいでした。しかしその後の先生のご指導のおかげで、後輩に確りとアカデミーの本質や魅力を伝えることができました。自分の経験や考えを後輩に伝えていくことは先輩として非常に大切なことであると思いますので、このような機会を与えていただいたことに深く感謝いたします。有難う御座いました。その他に、最終日のディスカッションの際に、2年生が「自分にとってアカデミーをどう位置付けているか」についてスピーチしてくれたことが印象残っています。具体的なエピソードも交えての話をしてくれたので、一人ひとりが強い意志を持ってゼミに参加していることがよく分かりましたし、良い刺激となりました。

夏合宿全体を振り返ってみますと、他にも印象的な出来事がたくさんあり、本当に濃い4日間であったと改めて感じました。このように充実した夏合宿にすることができたのも、先生の的確なご指導があったからこそであると思います、誠に有難うございました。また重要な副幹事長という役職を与えてくださったことにも心より感謝いたします。今後ともご指導の程よろしくお願い申し上げます。
（４年生）

【安部由希子】
私は本年度の夏合宿において、非常に充実した４日間を過ごすことが出来ました。さまざまなイベント等を通して感じることや学ぶことがたくさんありましたが、その中でも特に印象的だったのはディスカッションでした。

３日目に行われたディスカッションで、私たち４年生は本質をしっかりと掴めておらず、２年生を正しい答えへと導いてあげることができませんでした。私は自らの至らなさを痛感すると共に深く反省しました。そしてこの反省を次に繋げるべく、私は最後に与えて頂いたチャンス（４日目のディスカッション）で、しっかりと４年生としての勤めを果たせるよう、ディスカッションで自分の思いを全力で２年生に伝えました。私だけではなく、４年生全員が同じような思いを胸に秘めていたのではないかとい思います。私たち４年生が本音で熱い思いをぶつけると、それに対して２年生は真剣なまなざしで応えてくれました。また、私たちの思いが伝わったのか、夏合宿に参加する前まではアカデミーを卒業まで続けていくかどうか迷っていた２年生のうちの何名かが、今回の夏合宿を通して「卒業までこのアカデミーで頑張り抜きたい」という気持ちに変わったと言ってくれました。私はその言葉を耳にして心の底から嬉しさを感じたと同時に、「本音で語る」ということが双方（４年生と２年生）にとって非常に良い刺激になったように感じました。また、何かに全力で取り組めば、必ず報われるということを改めて実感しました。

反省しなければならないところも多々ありますが、同輩からも後輩からも強い刺激を受けた本年度の夏合宿は、私にとって今まで参加した夏合宿の中で一番感慨深く、そして一番思い出深いものとなりました。このような貴重な機会を与えてくださった梅沢先生に心から感謝しております。誠に有難う御座いました。

 

【荒井真澄】
夏合宿で２年生のリクルートを目的としていたということで梅沢先生をはじめ、幹事長・副幹事長はいろいろと大変だったのではないかと思います。そのような陰で尽力してくださった人のおかげで私は学生生活最後の夏合宿を最高の思い出にすることができました。まず、心より御礼申し上げます。

さて、夏合宿に参加しての感想ですが率直に申し上げて２年生と親睦を深められたことが一番嬉しく感じました。私はなかなか就活を卒業することができず、リクルート幹事として一度は任命して頂いても中途半端なまま、就活を卒業した同期と交代するかたちになってしまいました。

インゼミのＴＴも顔を出せず、合宿に参加してもアウェーな感じなのだろうと思っておりました。そんな中、多くの２年生が私に対して「真澄さん！真澄さん！」と笑顔で声をかけてくれました。この上なく嬉しく感じました。

全体的な感想として３、４年生から胸襟を開いて２年生に接するというよりは、２年生のほうから胸襟を開いて接してきてくれたのではないかと感じました。これはインターンシップのガイダンスで先生が仰っていたように、２年生自身が今後アカデミーに骨を埋めるつもりで頑張る覚悟が決まりつつあるからではないかと思いました。

この２年生の決断力に私は大変意識が高いなと感じております。この意識の高さから、３、４年生よりも吸収力があるのではないかと私は思い、今まで以上に必死で頑張らないと追いつかれてしまうのではないかと危機感を覚えました。

「２年生の今後が楽しみです。」なんて偉そうなことを言って、のんびりと胡坐をかいではいられません。２年生と３年生、私たち４年生との差はゼミ生活の長さだけだと認識しております。他人の長所に年の差は関係ありませんので、周りの後輩に対して興味を持って接し、自分自身学びの多い生活を送りたい、微力ながらでも後輩のために何か力になれるのであれば、力になりたいという気持ちが一層強くなりました。

イベントで特に印象に残ったものは、カレー作りです。各班に分かれ、メンバーが協力し合って作ったカレーは格別においしかったです。レシピをベースに他にどのように調理したら美味しく出来あがるかと＋αを加えて作った班もあったそうです。そんな風にみんなで知恵を出し合って協力して出来たカレーを食べるなんて最高だと思います。そして何よりもカレー作りを通して、各班でメンバー一人一人の意外な一面を見ることが出来たのではないかと思います。

【石井啓介】

今回の夏合宿は、私にとって３度目の夏合宿であり、また最後の夏合宿でした。今年で最後という寂しい気持ちもありますが、３度も夏合宿に参加出来たことを、とても幸せに思います。ありがとうございました。

今回の夏合宿を終えて一番感じていることは、「楽しさ」とはまた一味違った、「充実感」を得られたということです。そして、なぜ充実感を感じられたのかと考えたときに、私はディスカッションの時間が豊富に設けられたことが大きな要因なのではないかと感じました。ディスカッションという１つの議題をみんなで話し合うといった場の中で、二年生、三年生、四年生の一人ひとりの素敵な部分を見ること・感じることが出来たように思います。そして一人ひとりが互いに刺激を受け、ディスカッションの短い時間の中だけでもモチベーションを高め、大きく成長出来たのではないかと思います。

ディスカッションを通して受けた刺激が私に充実感を与えてくれたのではないかと思います。内容の濃いディスカッションはとてもよい成長の場になると今回改めてわかりました。来年度以降も、夏合宿の伝統として豊富なディスカッションが続けられると良いと思いました。
【石川恵美香】

まずは、夏合宿本当にお疲れさまでした。体調が優れない中でも、私たちと一緒に登山をして下さり感謝しております。有り難うございました。最後の夏合宿で先生と一緒に山を登れて本当に嬉しかったです。

さて、4日間の合宿を振り返って、私の率直な感想を述べさせていただきます。

今回の夏合宿での私の目標は2つありました。１つ目は ”4年生と今よりもっと胸襟を開き合える仲になること”、２つ目は ”自分の今までのゼミ活動や就職活動の体験を後輩に伝えること”でした。特に ”4年生と今よりもっと胸襟を開き合える仲になる”という目標は今回の合宿で絶対に達成したいと思っておりました。今まで、一番苦楽を共にしてきた同期と一生記憶に残るような素敵な思い出を残して、生涯の友にしたいという思いが私の中に強く存在したからです。

夏合宿のイベントで最も印象的だったのは２日目に行った登山でした。私ははじめ、登山とは言いつつもそこまで本格的なものではないだろう、と侮っていました。登山開始30分後あたりで目の前にそびえ立つ山を仲間が指さし「これからあの山の頂上に行くんだよ」と言っていた時は、正直、あんなに高い山を登りきれるのだろうかと少々不安でした。登山途中、4年生の猪嶋、笠原、中田、長嶺、廣田、堀尾と一緒に会話をしながら登っていました。草むらの中にいる虫を皆で捕まえてみたり、葉っぱをどこまで遠くに投げれるか勝負してみたり、誰かが滑って転んでいるのを見て心配しながらも大笑いしているうちに、今までにない位会話が弾み、最初に感じていた、登りきれるかという不安など全て吹き飛びました。長野という素晴らしい場所で、自然と戯れながら過ごした仲間との時間は本当に楽しく、信頼できる仲間に出会えてよかったと心から感じることができました。

２番目に印象的だったイベントは３日目、４日目のディスカッションでした。ディスカッションでは２年生の向上心に圧倒されました。私たち4年生がアカデミーでの体験や学び、就活体験談を話している途中、２年生は目を輝かせて聞いていました。私たちが一通りお話した後、彼らの感想を聞いてみたところ、これからの学生生活はこの人間力アカデミーで頑張りたい、という感想ばかりでした。また、１グループ５、６人で約１時間という時間配分は、各々の意見を言う場が均等に設けられていてとてもよかったと感じました。少し緊張気味の２年生に対して意見が言いやすいよう３、４年生がきちんとフォローしていたので、ディスカッション全体の雰囲気もよく、メンバー同士とても親密になれたと思っております。

登山やディスカッション以外にも様々なイベントがありましたが、どのイベントも多くのアカデミー生と接することができ、一生思い出に残る素晴らしい時間を過ごすことができました。このような素晴らしい場を与えて下さった梅沢先生には心から感謝しております。本当に有り難うございました。同時に、合宿を良いものにしようと一生懸命動いてくれた幹事団や、一緒に楽しい時間を共にしてくれた多くの仲間にも感謝しなければならないと思っております。

これからインターンシップがはじまり、３年生も徐々に就職活動モードに入ってくると思います。私は同輩や後輩の就活成功ために、全力でサポートしたいと思っております。
【伊藤洋平】

今回の合宿では、小諸ワイナリーの見学、登山、キャンプファイヤー等の様々なイベントがありました。どのイベントも楽しくて思い出に残るものでした。その中でも一番心に残っているのはディスカッションです。今回のように長時間にわたりディスカッションをしたのは初めてでした。後輩たちにアカデミーの魅力を知ってもらうために、どのようなことを話せばよいのかを考えながらディスカッションに臨みました。

何を話すのかを考えることで、私の今までのゼミでの活動を振り返ることになりました。ディスカッション時間がたくさんあったので、チュートリアルやインターンシップの内容を細部まで話すことができました。そこでチュートリアルやインターンシップを経験したことで自己成長し、今の私があるのだと改めて気づくことができました。今回のディスカッションは自分自身を見つめ直すよい機会になりました。また私達4年生の経験を話すことで、後輩も梅沢人間力アカデミーでしかないチュートリアルやインターンシップという素晴らしい機会の魅力について少しは気づいてくれたのではないかと思っています。

3泊4日の合宿は私にとって充実したものでした。この経験をこれからのアカデミー生活に活かしていきたいと思います。

【大木雄貴】

私、個人としては悔しい気持ちでいっぱいです。なぜなら、３日目のディスカッションがとても浅はかなものに終わってしまったからです。失敗した理由は、２年生の心の奥底に秘めた本当の悩み、不安を引き出せなかったため、どの班も同じようなありきたりな結論にしかたどり着けなかったのだと思います。それがゆえに、「このアカデミーの魅力を最大限に活かしたソリューションを提案しよう」という意識が薄れてしまったのだと思います。３日目のディスカッション終了後、先生から「プレゼン能力を向上させたいだけなら他のゼミでもできるじゃないか」というお言葉を頂き、ハッとさせられ、本当に大切なことに気がつきました。しかし、またもや先生に仰って頂いてから気付く、受動的なものでした。自分の機転のきかなさにガッカリしましたが、この時期にもう一度このアカデミーの魅力、本質を全体で再認識できたことはとても大きいと思います。

全体としては、先生が仰るように８月６日のインターンシップ・オリエンテーションのときに和気あいあいとしていて、後輩も発言しやすそうにしていた様子が見れて夏合宿に行った効果を実感しました。今後の課題としましては、夏合宿に参加できなかった人が居心地の悪さを感じないように私たち４年生がしっかりサポートしていくことが大事だと思います。

【笠原小夏】

夏合宿に参加してみて反省する点は多々ありましたが、ゼミの素晴らしさを改めて感じることの出来た、本当に素敵な合宿だったと思います。

大きな反省点としましては、私たち４年生がディスカッションの本質を理解していなかったために総括の時間を大幅に削ることになってしまった事です。しかし、ディスカッションでゼミ生と本音で語り合うことで、ゼミ生の仲が更に深まったように思いました。

ディスカッションで私が特に感動したことは横井君の本音でした。横井君とは昨年バスの座席が隣だったのですが、どちらかというと控えめで受け身の印象が強くありました。しかし、今回のディスカッション（ゼミを通して何を得たか）で「いろんな人の意見を聞いて前向きになれた。みんなが楽しそうにやっているから自分も楽しみたいと思った。」と話してくれました。また、実際にキャンプファイヤーで積極的に参加している姿を見ることも出来ました。この１年で仲間の成長や心の変化を感じることが出来たという点が私にとって大変嬉しい出来事でした。

また、自分自身どう変われたか考えた際、昨年の夏合宿よりも周りに気を配ることが出来たように思いました。昨年は自分の仕事で精一杯でしたが、今年は最高学年ということもあり、積極的に２年生に話しかけたり、周りを気にかけて行動していたように思います。このように夏合宿だけを見ても自分の成長を確かめることができ、少しではありますが、自信が持てるようになりました。

最後になりましたが、このような貴重で素敵な経験をさせて頂いた先生には大変感謝しております。４日間共に生活をして、沢山の発見や学びがありましたが、それ以上にゼミ生の絆を深められた最高の合宿だったのではないかと思います。本当に有難う御座いました。

【新堀洋平】

私がこの度の梅沢人間力アカデミー夏合宿を終えて率直に感じたことは、人間力アカデミーとしての夏合宿は初めてではありますが、夏合宿全体の雰囲気がとても良かったことです。これは、短い準備期間の中で、幹事団の尽力と当日の３、４年生全員が２年生に対して親密に接してあげることができた賜物ではないかと判断しました。
盛り沢山のイベントの中で特に感銘深かったのは、３日目と４日目のディスカッションです。素晴らしい大自然の中で、アカデミー生全員で何時間もディスカッションをする機会はめったにないので、とても新鮮であると同時に４年生にとって「気づき」と「非日常」の面でもとてもいい刺激になりました。３日目のディスカッションでは、梅沢人間力アカデミーの本質、魅力、このアカデミーだからこその客観的な部分を２年生に伝えてあげることができず、４年生としてはやってはいけないような議論をしてしまい深く反省しました。その反省が４日目のディスカッションで活かされ、私が所属していた班だけでなく全ての班で、梅沢人間力アカデミーの本質を伝える有意義なディスカッションが行われたのではないかと発表を聞いて思いました。最終的に、梅沢先生からこの夏合宿を通して４年生全員が美しい顔になり見違えるくらい変わったと仰って頂いたときは、本当に嬉しく思いました。
このような貴重な機会を与えて下さり誠に有難う御座います。梅沢先生には本当に感謝しております。これからも、梅沢人間力アカデミーの活動に全力で取り組み、日々自己を高めていきたいです。

【中田裕】

夏合宿の感想を述べさせて頂きます。率直に申しますと、昨年の夏合宿の何倍も辛かったように思います。昨年も生活班の幹事をやらせて頂いていたのですが、間さんや島津さんから与えられた指示に従っていただけでした。しかし、今年は生活班の班長として、大きな責任を背負い、主体的に行動したことによりこのように感じたのだと思います。

また、生活班の班長をやらせて頂いて、学ぶことがたくさんありました。マネジメントの難しさ、スケジュール管理、問題解決能力など、普段のゼミ生活とは少し違った角度から学ばせて頂きました。総括で高橋由紀子が言っていたように、一つ一つのイベントが成功する裏には、必ず誰かが汗水を流して努力していると改めて感じることができました。

夏合宿で特に印象的だったことは、４年生のすごさです。先生も仰っていたように、幹事長の五十嵐をはじめとした４年生の動きが際立っていたと感じました。夏合宿中に問題が起こった際にも、幹事の４年生が中心となり素早く問題への対処を行うことができました。また、夏合宿を通して３年生の成長、新アカデミー生のポテンシャルの高さを知ることができました。

１日目の夜に五十嵐、廣田、私中田の３人で３年生の男子と話し合いを行いました。本音で語り合うことを約束し、３年生の方から様々な意見が挙がりました。先生が普段から仰っている「３年生男子には一生懸命さが足りない」という点に意見が集中しました。３年生男子自身も自分たちに一生懸命さが足りないことを理解していました。では、今後どうしていくのか彼らに問いかけたところ、「目の前のことに全力で取り組んでいく」と言ってくれました。その結果として、夏合宿中の食事やイベントの片づけをこちらが頼んでいないにも関わらず、田上や貫名、土渕、寺澤など３年生男子が積極的に働いてくれました。少しずつですが、変わろうとしている彼らを見て、とても嬉しくなりました。

新アカデミー生については、ポテンシャルの高さに驚きました。それぞれ個性があり、将来楽しみな人材が揃ったと感じました。 

以上で、感想を終わらせて頂きます。最後になりますが、今回夏合宿に参加させて頂きまして、本当にありがとうございました。

【長嶺麻乃】

３泊４日の夏合宿で特に印象に残っているイベントは、ディスカッションです。２、３、４年生混合のグループで話し合い、それぞれの学年毎に様々な色が出ていて、とても有意義なディスカッションになったと感じました。同じ班になった２年生は、先輩の経験談に真剣に耳を傾け、先輩からの質問に時折難しい顔をしながらも一生懸命考えていました。３年生は、先輩の経験談を聞きながらも、自分の考えを確りと述べていて凄く頼もしいなと感じました。同じ班にいた篠田は、自分が読んだ本の学びを２年生にアドバイスしており、私よりも何倍も頼れる先輩だと感心しました。４年生は、自分の今までの経験談を話し、そして２年生から疑問やアカデミーに対する思いを引き出す大事な役目を担っていたのですが、実際にやってみたらとても難しいと実感しました。何を伝えたいのか、何を伝えるべきなのかということが自分の中で纏まっておらず、結論がなくだらだらと話をしてしまいました。常日頃から、自分がどう成長したのか、それをどう伝えるのかということを考えている必要があると感じました。また、２年生の思いを引き出すためには、話しやすい雰囲気作りや、自分がまず胸襟を開くことなどが大事になってくると感じました。

今回、生活班として夏合宿に参加させてもらいましたが、２、３年生に指示を出す難しさ、重要性を学ぶことができました。私は他人に指示を出す、用を頼むということを苦手としていたのですが、生活班の仕事を任せてもらったことで多くのことを学ぶことができました。特に、一緒に宿回りの仕事をしていた、駒宮、中川、山口には色々と助けてもらいました。良い信頼関係が築けたからこそ安心して仕事を頼むことができました。仕事をしてみて、分かりやすく具体的に指示を出すこと、そして結果を確り見届けることが大事だと学びました。

私は２年生の時に夏合宿で先輩方と触れ、大きな感動を受けました。宮田と帰りのバスで訳も分からず号泣した思い出があります。それ程、先輩方から受けた影響は大きいものでした。私は今回が最後の夏合宿でしたが、後輩に何か残せたかというとあまり自信がありません。むしろ、２、３年生から学ぶことのほうが多くありました。４年生という学年は最上級生なので、今まで経験してきたことを後輩に伝えることが大切になってくると思います。ですので、私でも何か影響を与えることができると信じて、これからはちょっとしたことでも後輩の為になるようなことを伝えていけたらと感じました。夏合宿は、インターンシップと同じくらい自分を劇的に変えることができるイベントだと先生は仰っておられました。夏合宿が終わり、振り返ってみて、そのお言葉がより深く心に届きました。夏合宿に参加できて本当に良かったです。有難う御座いました。
【萩原美加】

３回目の夏合宿に参加させていただき、４日間アカデミー生と寝食を共にしたことで、同輩、後輩ともに胸襟を開いて接することが出来、より仲を深めることが出来ました。また、夏合宿幹事の一人として、最上級生としての責任を強く感じることが出来た４日間でした。

山登りや飯盒炊爨等のイベントを通して、皆で協力して物事を進める楽しさを、全身で感じることが出来ました。様々行われたイベントの中でもディスカッションが最も印象的でした。２年生、３年生と本音で語り合うことは今までありませんでした。戸隠の素晴らしい自然環境の中で、本音で話すことが出来たことは、本当に貴重なことでした。ディスカッションを通して、２年生の意識の高さを感じることが出来き、私自身とても刺激を与えられました。２年生、３年生に負けない様に残りのアカデミー生活をより有意義に過ごして参りたいと強く感じました。

夏合宿に参加させていただいたことで、梅沢人間力アカデミーというとても貴重な環境に身を置けることに、改めて感謝の気持ちで一杯になりました。このような貴重な機会を与えてくださった梅沢先生には大変感謝しております。誠に有難う御座いました。

【廣田優樹】

夏合宿で印象に残っていることが大きく２点御座います。

１点目ですが、ディスカッションです。はじめに反省を述べさせていただきたいのですが、私はディスカッション班の班長であったにも関わらず、今年度の夏合宿の本質を理解できていないままディスカッションを運営していました。ディスカッションの前日、長時間にわたり先生にご指導頂いたのにも関わらず、当日あのような結果となってしまいました。アカデミーと他のゼミの決定的な違いは何か、確りと私が理解していれば、２年生にアカデミーの魅力を強く訴求出来たと思います。しかし最終日前夜、先生が軌道修正してくださり、幹事長の五十嵐が中心となって動いてくれたので、最終日の総括・ディスカッションは感慨深いものになりました。有難う御座いました。あのときの２年生の目の輝きはアカデミーに対する期待そのものであり、私の脳裏に強く焼き付けられております。最後までディスカッション班の仕事を全う出来ず、誠に申し訳御座いませんでした。

２点目は、合宿全体を通して雰囲気が非常に良かったことです。これは初日から感じていたことですが、登山を終えたあと、より一層そう感じました。そして、団結力が一気に高まったと感じました。また、幹事同士が支え合い、幹事以外のゼミ生までも積極的に幹事の仕事を手伝っていたことが印象的でした。合宿の雰囲気が良かったからこそ、ゼミ生一人ひとりが思いやりの心を持てたのだと思います。そのような場面を多々目撃することができ、非常に心が暖まりました。以上が私の感想です。

【堀尾真允】

2010年度夏合宿を振り返って特に印象的だったのは、幹事団としての夏合宿運営でした。今年度の夏合宿では移動班幹事長を勤めさせていただき、4年間のゼミ生活の中で始めてトップという立場を経験したのですが、フォロワーを上手くコントロールしつつ、自らも率先して夏合宿準備に取り組むのは、思ったよりも多くの時間と労力を必要としました。

移動班の仕事は、昨年倉茂先輩が残してくださったマニュアルがあったので、スムーズに進むものだと思っていましたが、いざ班員に仕事を振り分けると、期限までに仕事を終わらせてくれなかったり、自分の考えているものとは違うものが出来上がっていたり、なかなか仕事が計画通りに進みませんでした。また、夏合宿の参加人数や予定が急に変わることもあり、柔軟に対応することの難しさを実感しました。

このような体験から、今後は、仕事は速め速めに済ませ計画に余裕を持ち、班員全員でいつでも大きな変化に柔軟に対応出来るように、仕事の進捗状況をリアルタイムで随時連絡し合いたいと思いました。

夏合宿期間中に関しましては、やはり、2日目の山登りで、下山した先生を置き去りにしてしまったことが印象深く、私にとって最大の失敗でした。移動班幹事長である私が、夏合宿幹事長、生活班と上手く連携を取れておらず、先生は清水さんのバスで「あぜりあ」に向かっていると勘違いしてしまったために、結果先生を迎えにいくのが遅れてしまいました。もしもあの時、先生が一刻を争うような傷を負われたとしたら、最悪生死に関っていたわけで、失敗は絶対に許されなかったと思います。この点だけは深く反省しなければならないと感じております。

今回の夏合宿を通して、私は多くのことを学び取ることが出来ました。そして何より、ゼミ生の皆が、事故もなく、安全に、夏合宿を有意義に過ごすことが出来て嬉しかったです。以上が私の2010年度夏合宿を振り返っての感想です。

【矢野道教】

４日間の夏合宿で特に印象に残ったイベントは登山とディスカッションでした。登山は長時間であった為、普段あまり話したことがない多くの人と沢山会話をすることができ、楽しく、有意義な時間を過ごすことが出来ました。また、普段ではゼミのことや自分自身について真剣に語る機会はあまりないのですが、今回のディスカッションでは、みんながざっくばらんに思いの丈を語っており、ゼミ生の意外な一面を見ることが出来ました。ゼミ生に対する見方や考え方が変わり、非常に貴重なイベントだったと思っております。ディスカッションがあってこその夏合宿だと感じました。
私自身、今回の夏合宿はイベントが盛りだくさんで、多くの人と胸襟を開き、また、自分自身も見つめ直すことができ、非常に充実感のあるものとなりました。今回の夏合宿、私は大変満足しております。このような素晴らしい合宿を開催して下さり誠に有難うございました。

（３年生）

【海老澤佑太】 

夏合宿には様々なイベントがありどれも素晴らしいものでしたが、特に印象に残っているものはディスカッションです。ディスカッションを通じて４年生、３年生、２年生が現在どのような意識をもってアカデミーに取り組んでいるのかがわかり、私にとって良い刺激となりました。

ディスカッションは主に４年生を中心に進められました。４年生は２，３年生の意見を引き出したり、その意見を纏めたりするなど、リーダーシップを発揮してくださいました。そのような４年生の姿を見て改めて４年生の偉大さを実感し、私も４年生のようなリーダーシップがあって後輩から頼られる存在になりたいという目標ができました。また２年生は積極的に意見をだしてくれたり、人前でも堂々と発表している姿に感銘を受けたのと同時に、私も先輩としての自覚を持ちもっとしっかりしていかなければならないと思いました。

今回の夏合宿を通じて、今まで以上にアカデミー生達との交流を深めることができました。このような機会を与えて下さった梅沢先生には大変感謝をしております。

【金森希実子】（早稲田大学社会科学部社会科学科３年）
私は、今回３日目から参加させていただきました。短い時間でしたが、最終日のディスカッションに参加できたことは本当に良かったと思っています。

ディスカッションで特に印象に残っているのは、２年生の鎌田君と山口君が述べていたことです。梅沢人間力アカデミーに骨を埋める強い決意を述べていた姿が印象的でした。
大勢の前で本音を語ることはとても難しいことだと思います。しかし、最終日のディスカッションで多くのゼミ生が本音で自分の思いを語っていたので本当に驚きました。普段の教室での活動とは異なる雰囲気で、独特な雰囲気のディスカッションでした。あの独特なディスカッションの雰囲気を肌で感じることができたことは、今回の合宿の一番の収穫でした。

また、インターンシップやチュートリアル、サンデー・サロンなど多くの魅力的な活動がありますが、それらの活動をただこなすだけではいけないのだと感じました。多くの活動を通してたくさんの学生と関わり合いながら活動に取り組んでいくその過程も大切なのだと知りました。

短い時間でしたが、今回の夏合宿に参加することができて本当に良かったです。ありがとうございました。高橋由紀子（大東文化大学文学部英米文学科２年）
【倉光望佳】

私は今年の夏合宿に、１．去年登ることが出来なかった山を登り切ること、２．沢山の後輩と関わりを持ち、親睦を深めること、という２つの目標を持って参加しました。今回の夏合宿ではこの２つの目標を達成出来、とても充実した３泊４日でした。夏合宿で特に印象に残っているのは、山登りとディスカッションです。

まず山登りでは、私は自然が好きなので、色んな草花や景色を眺めながらの登山はとても気持ちよかったです。そして、なにより参加者全員が山頂まで登ることが出来たということが私にとって大きな喜びでした。滑りやすい所では、周りの人と助けあったり、声を掛け合ったりしながら全員で登りきることが出来たことに私は達成感を得ることが出来ました。

次にディスカッションでは、ディスカッションを通しての２年生の成長がはっきりと見えたことや、２年生のアカデミーで頑張るんだという決意を聞くことが出来たという点が私にとって大きな刺激になりました。私も去年の夏合宿で、このアカデミーで最後まで頑張ろうと心に決めたことを思い出し、今までの自分を振り返るとてもいいきっかけになったとともに、これから３年生として２年生をひっぱっていくことが出来るように頑張っていきたいと強く思いました。

最後に今回の夏合宿では、４年生の素晴らしさを強く感じました。夏合宿を成功させるため、夜遅く明け方まで話し合いや幹事会をしてくださっていたことや、常に参加者のことを考え行動をしてくださっていた先輩方に感謝の気持ちで一杯でした。そして、この夏合宿という機会を与えてくださった梅沢先生に感謝の気持ちで一杯です。誠に有難うございました。私も来年は先輩方のように後輩を引っ張っていく存在になれるように、これからのインターンシップなどのアカデミーの活動を全力で取り組んで参りたいと思います。
【駒宮沙央理】（大東文化大学文学部英米文学科３年）
毎日暑い日が続き、合宿の涼しさを懐かしく思います。合宿に行く前は知り合いも少なく、不安で不安でしようがありませんでした。しかし、行きのバスレクが始まった時には、もうそんな不安は消えて、只々楽しいだけでした。

特に思い出に残っているのが山登りで、これは合宿前から楽しみで、実際に登ってみてもやはり楽しかったです。この山登りでは、今まであまり話す機会のなかった梅沢先生と接する機会があり、自分が抱いていた「少し怖くて近寄りがたい」という先生のイメージとは違い、「とても温厚で優しい方」ということがわかりました。アカデミー全体もみなさんとても温かく、ほっとしたと共に、自分がこの中の一人であるということをとても嬉しく思いました。山登りでは、私たちアカデミー生のことを想って登山に加わってくださった先生を、ひとり置いてきてしまうという重大なミスを犯してしまい、この時の先生のお気持を考えると、とても心苦しく、申し訳なさでいっぱいになります。このとき私には「先輩が付いててくれるのだろう」という甘えがあり、自分が置かれていた状況への自覚が足りませんでした。自分が何を求められていて、何をすべきなのか。当たり前のことですが、これをきちんと自覚して、実行することが自己成長に繋がるのだと思います。

この点に関連して、今回私は生活班の幹事を務めさせていただきました。この仕事があったことで、私の合宿での居場所が出来ましたし、みんなの輪の中に溶け込むきっかけが出来ました。そして自分の仕事への責任を持ち、いい緊張感を抱きつつ合宿を楽しめましたので、この仕事を頂けたことにとても感謝しています。もし、私が生活班や、その他の仕事無しでこの合宿に参加していたら、私は只のお客さんで終わってしまい、梅沢アカデミー生としての自覚を持てずに終わっていたかもしれません。生活班の仕事や、ディスカッションなどを通して、4年生の先輩方の偉大さや3年生の考えの深さ、2年生の中でも凄い子が沢山いることなど、この合宿でアカデミー生のことを一気に知ることができました。

行く前に不安でしようがなかった自分が馬鹿らしく思える程、全体を通して大収穫の夏合宿となり、感謝の念しかありません。本当に楽しい夏合宿をありがとうございました。
【桜井直樹】

今回のゼミ合宿を振り返って、一番印象に残っているのは登山とディスカッションです。
登山に関しては、普段からサッカーをしていて足には自信があったのですが、思っていた以上にハードで、登っても登っても頂上が見えず、途中で絶望感すら覚えました。でも、仲間とおしゃべりしながら登ったのはすごく楽しかったし、頂上に着いた時の達成感は忘れられません。
ディスカッションについては、僕自身、みんなが班に分かれてグループワークをするというのがこのゼミに入って初めてだったので、とても新鮮で興味深かったです。普段とは違う仲間の真剣な表情も見れたのもよかったです。このグループディスカッションは、後期に入ってからのゼミの授業の一つとしてやるのも面白いのではないかと思います。

最後にゼミ合宿全体を振り返っての感想ですが、とても有意義な時間を過ごせました。今回の参加者は60人以上いましたが、ほとんど全員と話すことができましたし、何よりも、自分の考え方が変わりました。先輩方と接していると自分の甘さに気づくことができ、これではいけないと強く感じました。このゼミでは自分は完全に受け身に回っているので、これからは積極的かつ自発的に行動しようと決心することができました。すばらしいゼミ合宿でした。
【篠田圭介】

今回の夏合宿で特に思い出に残っているのは、３、４日目に行ったディスカッションです。ディスカッションでは、４年生の偉大さを改めて感じました。

私は五十嵐さん、長嶺さん、日大の新堀さん、河野さんと一緒の班になったのですがみなさん自らの体験談をもとに自分が思っていることをわかりやすく具体的に話していました。特に五十嵐さんが仰っていた目標を立て、次に目的意識を持ち、そして行動に移すというお話が印象的で今の自分にはそれができていないと思いましたし、これから自分も常にそれを意識して生活しようと思いました。

また、４年生は他の班員が意見を出しやすいように聞き手の反応を伺いながら上手に話を進めてくれました。その４年生の話に対して２年生は、大きくうなずきながら聞いていましたし、思ったことを素直に発言しており、ディスカッションが円滑に進んでいました。そのような光景を見て私は、改めて４年生は素晴らしい方達ばかりだなと思いました。

更に、このような素晴らしい先輩方と同じ環境にいるのはとても恵まれていることだと思いましたし、これからは今まで以上に４年生の先輩方に積極的に話しかけ、様々な先輩方の良いところを吸収して、自己成長に繋げていきたいと思いました。
【鈴木萌】

素晴らしい自然の中で、皆さんと一緒に寝食を共にし、胸襟を開いた真剣な話も、楽しい話も語り合うことができ、とても有意義な４日間をでした。特に、自然の中でのディスカッションは普段の教室で行うものとは違い、開放的になり自分の意見を発することが出来ました。４年生と２年生と本音で話し、４年生がゼミでどのように過ごしてきたか、ゼミでどう成長したかを話してもらいました。２年生の意気込みも聞き、圧倒されました。私も確りと自分の居場所を作り、頑張らなくては２年生に負けてしまうと、改めて感じる４日間でもありました。

２日目の登山は、想像していたよりも辛く、泣きそうになりながら登りましたが山頂に着いた時の達成感や先生とハイタッチし、みんなと一緒にご飯を食べ、喜びを分かち合える仲間がいることに感動しました。日常とはかけ離れた生活をみんなと一緒にすることで、喜びや苦しみを共に体験し、思い出に残る合宿となりました。
【高櫻一輝】
私は今回移動班として夏合宿に参加させていただきました。このような大きなイベントに幹事として関わるのは初めての事で、分からない事が沢山でした。それと同時にバス会社との交渉や、班長の堀尾さんをはじめとする移動班メンバーと合宿の移動について相談し連携を取り合った事は新しい経験として学ぶ所も沢山ありました。堀尾さんは私が移動班の仕事で分からない事があり相談すると、即座に助言を下さり解決へ導いて下さいました。そこで私は、相談の大切さについて再確認しました。

今年の合宿は天候に恵まれ昨年できなかったキャンプファイヤーや山登りといったイベントを経験できました。山登りは私にとって小学生以来で予想以上に大変でした。しかし、ふと登山の途中で後ろを振り返り山にかかる雲の海を目にした時、自分の足でここまで登ったのかと感動しました。そして、一歩一歩の大切さを今の大学生活やこれからの人生と重ねながら深く考えさせられました。

この山登りのように多くのイベントがあったのですが特に為になったイベントを挙げさせていただくならば、私も先日のインターンシップのオリエンテーションの際に合宿の感想を述べて下さった方々と同じく、ディスカッションを挙げたいと思います。というのも、今回の合宿では２年生をメインとしたテーマでの議論が多かったのですが、その中で２年生が今ゼミに対して抱いている意気込みや不安を自分の言葉で先輩に必死に伝えようとする姿、４年生がこれまでどのようにゼミと接し今何を感じているのか２年生に本気で語る姿を３年生という立場から見る事ができたためです。普段は明るく私たちに話しかけて下さる桑原さんが真剣な目つきでインターンシップやチュートリアルの魅力について語っている姿は自信に満ち溢れ、その自信は私を含め２、３年生に伝わってきたと思います。

このような雰囲気で先輩後輩と真剣に語り合う機会が持てたディスカッションはとても為になりました。今回はこのような貴重な機会を与えて下さり、ありがとうございました。
【高橋由紀子】（大東文化大学文学部英米文学科３年）
夏合宿が終わり数日経ちますが、今も夏合宿の思い出は色褪せることがありません。合宿中はあっという間でしたが、本当に最高な日々でした。

飯綱山登山も、大変だった分達成感や一体感が生まれ、強く印象に残っていますが、特に一番感銘深かったのは、最終日のディスカッションです。

私は今回ディスカッション班のお仕事を任せていただき、テーマの設定で班員と何度も話し合いを重ねましたが、それでもやはり梅沢先生のお考えに全く及ばないと痛感しました。梅沢ゼミから人間力アカデミーとなった今、何を皆で共有しなければいけないのか、考えなければいけないのかということをきちんと捉えることができませんでした。最終日前夜、梅沢先生がお疲れの中お時間を割いてくださり、先生のお部屋でお話ししたことを覚えております。話し合いがスムーズに進み、皆で濃いお話ができたことが嬉しかったです。ディスカッション当日は、参加したゼミ生全員が真剣にディスカッションをしており、生き生きとしている様子を見て、前日夜遅くまで話し合ったことが活きていることに嬉しさを感じましたし、やはり先生の的をはずさないテーマ設定は凄いなと、感じておりました。

また、私にゼミ生活で学んだことを発表する場を設けてくださったことで、今一度ゼミと向き合い考えることができましたし、皆に発表させていただきながら、私自身このゼミの素晴らしさや本当の価値を改めて実感することができました。あのような美味しい空気の中で有意義な時間が過ごせたことをとても有り難く思っております。先輩や同輩とはもちろんですが、後輩とも上辺だけの関係ではなくディスカッションを通して深く関わることができました。

この夏合宿に参加できて、本当に良かったです。このような機会を設けてくださり、梅沢先生や幹事長の五十嵐さん、幹事の方々に深く感謝しております。合宿で得たやる気やこのゼミに参加する意義を原動力にして、これからのゼミ生活をより一層頑張っていきたいと思います。本当に有り難うございました。
【田上文彦】

私は、今回の夏合宿をとても有意義に過ごすことが出来ました。

特に印象的だったのが、やはりディスカッションの時間でした。まず2，3，4年生と世代を越えて真剣にディスカッションできるのは、梅沢人間力アカデミーでしか成し得ないのではないかと改めて思いました。それと同時に大きな刺激を受けました。

一番大きな刺激となったのは、2年生の意識の高さです。ディスカッションの中で2年生の意見を聞いていくと、就職に不安がある、社会を知りたい、自分を変えたいという考えを多く聞きました。また「自分にとってアカデミーをどう位置付けているのか」という2年生のお話を聞かせて頂くと、やはり自分自身を変えたいという意思のもとにアカデミーに入ってきています。そして今年の2年生は早くから就職に対する危機感を持っていること、またその気づきの早さに大変驚きましたし、感心致しました。私はそんな2年生の意見を聞いていたら、自分の意識の低さに情けなくなりました。ですが、この夏合宿でそういう自分に気づくことが出来て良かったですし、2年生には本当に感謝しております。

3年生としてあるべき姿をもう一度考え直し、後輩である2年生を引っ張っていったり、先輩の4年生をサポートしていったりと、アカデミーを支えられる存在になれるように全力で努めていく決意が出来ました。1つのイベントだけでも多くの気づきがあり、自己成長への起爆剤がありました。非常に濃密な時間を過ごせたと確信しております。

これからのアカデミーでリクルート、インターンシップ、チュートリアルなどのすべての活動に全力を尽くしていき、自己成長出来るように努めて参りたいと思います。
【土渕義幸】
私は今回の合宿で自分のことをみつめなおすことができ今のままの自分では駄目だと感じました。それは、初日に４年生の五十嵐さん、廣田さん、中田さんとお話をする機会があり、そのお話の中で「土渕はアカデミーに本気で取り組んでいるか」と聞かれたのですが私は黙り込んでしまい答えることができませんでした。私はアカデミーの活動をする中でどこか手を抜いていたり、先輩達に甘えてしまっている部分が多くありました。黙り込んだ私を見て廣田さんに一言「ショックだよ」と言われてしまいました。その時の廣田さんの悲しげな目を見た瞬間に自分は最低の人間だなと感じました。こんなにも私のことを真剣に考えてくれている人がいるのに私はいつも楽な方に逃げてしまっていて、本当に申し訳ないなと思いました。ですので、私は今後自分の成長の為ではありますが、自分のことを真剣に考えてくれている人の為にもアカデミーに全力で取り組んでいきます。

また、イベントの中でカレー作りは一番印象的でした。カレー作りは班ごとにわかれて少人数で作業を行うせいか、班員の皆が一人ひとり積極的に仕事をこなしていて皆で一つの物を作り上げる楽しさを知ることができました。さらに、カレー作りはでは２年生の行動力や勢いというものを感じました。私の班には３人の２年生がいたのですが３人とも、４年生や私が指示をする前に自分達で仕事を見つけ行動していました。そんな２年生達の姿はとても輝いていました。またその姿を見て何事も自分から積極的に行動している人は輝いているし私にはまだその輝きがないなと感じました。ですので、これから私も輝けるように頑張りたいと思います。
【寺澤忠正】（大東文化大学外国語学部英語学科３年）
梅沢人間力アカデミー夏合宿という、素晴しい場を設けていただきありがとうございました。私は、この夏合宿を経て、いろいろな事を経験し、気づかされました。

私は、このアカデミーに入って8ヶ月になりますが、自分はまだ輪の外にいると感じていましたので、夏合宿中一番心に響いたのが「仲間と全力で物事をやり遂げた時こそ、本当の絆ができる。」という先生のお言葉です。今回、イベント班の仕事を勤めさせて頂きましたが、夏合宿前の準備にあまり参加できなく、本番当日での班会議の時など、自分が別世界にいる様で、居場所が無いと感じました。それは、自分がコミットしてこられなかったせいですが、その時は大変惨めな想いでした。

この４日間、特に意識してやったのは、「みんなが気づかない小さな事をやる」でした。例えば、率先して、食後のテーブル拭き、トイレのサンダル整理をやりました。それを、実行するにつれて、だんだん自分の見えてくる物が広くなりました。これから自分に出来る小さい事をこつこつやって、積み重ねて大きい事も出来るようになりたいです。また、先輩の影響力が強いというのも感じました。それは、最初は、私一人でやっていましたが、やっていくうちに、後輩もやるようになりました。自分の影響でやり始めたのか、わかりませんが、後輩がやり始めてとても嬉しかったです。

また、合宿中のみんなと協力し合いながらの飯盒炊爨、登りきれるか不安を抱えながらの登山、胸襟を開いてのグループディスカッションという色々なイベントを経て、とても楽しかったし、自然にアカデミー生と打ち解けられました。

気づいた事は、話した事の無い人の印象が結構ギャップがあって、やはり梅沢人間力アカデミーに集まる人達は、それぞれ個性があって、意識が高い人達が集まっていると気づきました。

夏合宿を振り返って、私にとって、夏合宿は変わるチャンスだと感じました。 登山の際、頂上に着きそうで着かない時心が折れそうになりましたが、新堀さんの頑張っている姿を見ていると自分も頑張らなきゃ!と勇気付けられました。みんなと一緒に頂上に登り、みんなと一緒に下山をする事が出来て、達成感に溢れました。

私事ですが、自宅に帰って感想文の添削を二年生に頼まれて、自分で良いのかと戸惑いましたが、とても嬉しかったです。一生懸命やらせて頂きました。

こんな素晴らしい場を設けて下さって、ありがとうございました。

【中川真実加】（大東文化大学文学部英米文学科３年）
私は今回、初めて夏合宿に参加させて頂きました。インターンシップの関係で２日間だけの参加となりましたが、とても楽しい時間を過ごすことができました。特にキャンプファイヤーではたくさんのゼミ生と打ち解けることができたと感じております。先輩、後輩と様々なゼミ生同士が隣り合わせになり、ダンスや歌を歌い、普段とは違ったゼミ生の姿を見ることができました。たった２日間だけでしたが、もっと合宿に参加していたい、もっとゼミ生と一緒に過ごしたいと感じることができました。

また夏合宿までの準備期間では、幹事として先輩方からたくさんのことを学ぶことができたと感じております。事前の準備や話し合いの中で、先輩方の夏合宿を成功させたいという気持ちや意気込みがひしひしと伝わってきました。そして来年は自分たちがこの夏合宿を作り上げなければならないという気持ちになりました。

今年の夏合宿ではまだ先輩方に頼ってしまっている部分があったので、これから更に自分を鍛え、来年は後輩やゼミ生を引っ張っていけるように頑張りたいと思いました。
【貫名健太】

今回の夏合宿のイベントの中でディスカッションが一番自分の為になりました。

まず、４年生との差を改めて感じました。ゼミや授業でディスカッションを経験してきたので、進行などある程度出来ると思っていましたが、実際は実力が足りませんでした。ディスカッションが初めての２年生も意見が活発に飛び交い、ディスカッションがスムーズに進んでいくのは、４年生のディスカッションの進行、意見の引き出し方がとても上手だからだと感じました。意見を引き出すことは私にも出来ますが、私の場合、１回引き出したらそれで終わってしまっていました。４年生の場合、次につながるような引き出し方をしていました。今までは、３、４年生でのディスカッションでしたので、進行など４年生がやってくれていましたが、今回は２年生が入ってきたため、３年生がやる場面があり気づくことができました。

また、２年生の積極性に驚かせられました。前回の夏合宿の際、私は積極的に意見を述べることが出来ませんでしたが、今年の２年生はどんどん意見を述べていました。４年生の意見の引き出し方が上手だったこともありますが、２年生は自分から発信する能力が長けているように感じました。また、私は自分がいかに受身であるかを改めて痛感させられました。
今回の夏合宿は、自分の視野の狭さ、意識の低さなどたくさんのことを痛感し、学ぶことが出来ました。また、自分を変えなければ今後の成長は見込めないと感じました。

【長谷川直輝】

合宿で特に印象に残ったのはディスカッションです。私は今まで先輩の方々とお話しすることが少なく、飲み会のような場が苦手であるため、他の方々の意見を聞くことがほとんどありませんでした。そのため、他の人の意見を聞き、発言することが求められるディスカッションの場での経験は自分にとって有意義であると感じました。4日目の「アカデミーとは何か」、「自分にとってアカデミーをどう捉えるか」がテーマのディスカッションでは、4年生の石川さんと大木さんがどのようにアカデミーに興味を持ち、インターンシップやサロンといったアカデミーの活動を通してどのような考えを持ったかというお話をされてから、討論をしました。アカデミーに対する意見の相違を知ることはアカデミーに入ってから日の浅い人ほど有意義だと思いました。

【平井敦郎】

山登りの際に、６８歳の年配の方とお話をする機会がありました。その方は、飯網山の麓付近に住んでいて毎年山に登っているそうです。その方のお話だと、昔と比べると最近は本当に登りづらくなっているそうです。そんな山を若い僕らでも大変だったにも関わらず先生は71歳という年齢で登りきったことはすごいなと思い、尊敬いたしております。お身体にはお気を付けください。

夏合宿の感想を率直に言いますと、先輩としてしっかりしなきゃ駄目だと思いました。自分のせいもありますが、今まで後輩と接する機会が少なく、自分の事を話したり後輩の事を聞いたりすることがとても少なかったと思います。しかし、３泊４日の夏合宿で後輩と多くの時間を過ごしました。そのなかで的確なアドバイスや自分自身を伝えること、後輩が本当は何を伝えたいかを理解することの難しさなどを体感しました。それを通じて学ぶ事は多く、自分の事を見つめ返すとてもよい機会でした。

後輩から尊敬されるような先輩になれるように、この夏で自分をしっかり確立し物事をうまく伝えられるよう努力していこうと思います。
【山口尚美】（大東文化大学外国語学部英語学科３年）
私は、インターンシップの関係で、2日間の参加でしたが、初めて夏合宿に参加させて頂いて、とても楽しく充実した二日間となりました。

私は夏合宿を通して、みんなで協力する事の大切さを実感致しました。幹事長である五十嵐さんを中心に、4年生の班長、2、3、4年生の幹事がそれぞれ与えられた仕事に責任持って取り組みました。夏合宿は一人が頑張ったからといって成功する行事ではありません。良い夏合宿を作ろうという目標を達成するために、アカデミー生が協力しあい一生懸命作り上げたからこそ楽しく素晴らしい夏合宿になったのではないかと思います。みんなが協力しあい先輩後輩を支えあい、助け合う事で、梅沢人間力アカデミーの絆がより深まったと感じました。共に協力しあい共に頑張った仲間の信頼は、これからのアカデミー生活でどんな事にも乗り越えることの出来る力になったのではないかと思いました。

参加させて頂いた二日間のイベントの中で、キャンプファイアーがとても印象に残っています。アカデミー生が手をつなぎ、マイムマイムを踊ったり、ゲームをしたり、歌を歌ったり、大学生でこのような事に参加できるとは思いませんでした。素敵な仲間とこのような時間を過ごすことが出来たことに幸せを感じました。私は撮影班でビデオをまわしていたのですが、はじめは緊張していた2年生がキャンプファイヤーの時には、緊張がほぐれてとても楽しんでいる様子がよく伝わってきました。
私は沢山の2年生とお話をましたが、意識が高く、しっかりしている子ばかりだと感じました。今後のアカデミー生活を一緒に頑張りたいと思いましたし、楽しい思い出も一緒に作りたいと思いました。また、4年生に対しては、私たち後輩のために沢山の時間を費やしてくださっているということに感謝しなければいけないと思うとともに、先輩たちの背中を見て、多くのことを学んでいかなければいけないと思いました。そして、来年は4年生として、後輩を引っ張っていかなければいけないのだと感じました。
短い夏合宿の参加でしたが、学年を問わずコミュニケーションをとれる場が多くあり、それぞれが活躍できる場があった点がとても良かったのではないかと思いました。


【山本佳弘】

私は今回の合宿に参加して、後輩の必要性・重要性とアカデミーの本質的な魅力の二点を強く考えさせられました。

まず一点目の後輩の必要性・重要性は、合宿に参加した二年生の意識が非常に高く、とてもいい刺激を受けたことで分かりました。昨年度までは、「単位を取りに授業を受けに来た二年生が、なんとなく先輩に誘われたからなんとなく合宿に来る。」というパターンが少なくなかったかと思います。しかし今回の二年生はもっとアカデミーに関わりたい、という意識で合宿に参加している人が非常に多かったです。ディスカッションを行った時も、意見を求めるとそれに対してしっかりと返答をしてくれました。その返答の速さ、内容から二年生の意識の高さがとても感じられました。後輩の必要性・重要性は以前から重々承知していましたが、今回の合宿によって、今までとは比べ物にならない程、後輩の為に何かをしよう、後輩と一緒にアカデミー活動を頑張ろうという思いが強くなりました。ただ、今の二年生は、「就活で内定をもらえる為にアカデミー活動を頑張る。」という意識が強いと、ディスカッションを通して感じました。もちろんそれもアカデミーの魅力の一つであると思いますが、もっと視野を広げた、「社会に出て活躍できる人間力の育成・向上」こそがアカデミーの大きな魅力であることを後輩に伝えていきたいと思います。

次に、二点目のアカデミーの本質的な魅力ですが、これは、一点目の最後で挙げた、「社会に出て活躍できる人間力の育成・向上」のことです。私は常々、『ただ単に就職するだけならこのアカデミーでなくてもできる。しかし、社会人として、また、魅力的な人間として必要な力・人間力というのはこのアカデミーでしか学べない』ということを強く思っています。このような考えは、三年生になって、リクルート、サロン、チュートリアル、夏合宿、インターンシップなど、アカデミー活動の中核を成すイベントに深く関わることで気付くことが出来ました。上記の考えは今までは頭の中でぼんやりとあったのですが、このように文章として纏める事が出来るようになったのは、先生のお話や多くのアカデミー生の意見が聞けた夏合宿後でした。同じ時を同じ場所で過ごすことの価値の大きさ、重要性がよくわかりました。今後は、イベントに積極的に取り組み、アカデミーの本質を見抜き、それをリクルートや自己成長に繋げていこうと思います。

最後に夏合宿で良かったイベントを挙げさせて頂きます。ディスカッションが良かったという意見が多いようですが、私は登山が一番良かったと思います。もちろんディスカッションも非常にいいイベントだと思いますが、学年を問わず、胸襟を開いてディスカッションが出来たのは、登山で苦楽を共にしたからだと思います。辛い時には励ましあって支えあい、目的地に着いた時にはみんなで同じ喜び、感動を味わえる登山は、アカデミー活動そのものに似ており、人生にも似ているものだと思います。登山がなければ今回の素晴らしいディスカッションも出来なかったと思います。よって私は、優劣や順位の付け難いイベントの中でも、登山が一番だという考えに至りました。
【横井大樹】

私が合宿で印象に残っているイベントはキャンプファイヤーです。２日目は半日をかけて登山をしたこともあり全体の団結力が増しとても和やかな雰囲気でした。ですのでその日の夜に行われたキャンプファイヤーも和気藹々とした雰囲気の中で行われ楽しかったです。そして、河野さんをはじめとするイベント班の面々が皆を楽しませるためにしっかり計画し実行してくれたので、皆で盛り上がることができました。また、私自身でもキャンプファイヤーを盛り上げるのに一役買うことができ、河野さんからおかげで盛り上がったと声をかけて頂いたのでとても印象に残っています。

ですが司会の人の声や音楽が全体的に聞こえ難かったことが残念でした。しかし、皆で胸襟を開き、盛り上がることができたキャンプファイヤーはとても印象に残っています。
【和田華菜子】

私が今回の夏合宿で一番印象に残ったイベントは、ディスカッションです。普段からゼミでもディスカッションする機会は多いのですが、様々な方とディスカッションするのは新鮮でした。

まず、同期の３年生が積極的に参加している姿を多々見て、この人にはこういう面がある、こんな風に頑張っている等、普段は見られない一面を見ていい刺激になりました。また、先輩方の凄さを改めて感じました。例えば、自分が上手くその場を纏められない時フォローして下さったり等、グループを上手く纏める力やコミュニケーション能力等はもちろん、考え方の点でも学ぶことが多かったです。そして、新しく入ったばかりのアカデミー生の思いや考えも聞くことが出来、凄く勉強になりました。また、これがキッカケであまり話したことのなかった４年生、入ったばかりのアカデミー生ともディスカッション以外の場でも交流が増えました。

このように実りの多いディスカッションが行えたのも、皆一人一人真剣で、尚且つ本音で語り合うことが出来たからだと思います。その雰囲気を作り出せたのは、自然に囲まれた環境と先輩方の熱い気持ちが後輩にも伝わって皆真面目に取り組めたのではないかと思います。

そして自分自身を見つめ直すいい機会になりましたし、周りの方々から学ぶ点も多々あり、また梅沢人間力アカデミー生として考える機会にもなりました。このディスカッションを踏まえ今後の自己成長に繋げていきたいと思います。

このような機会を作ってくださった梅沢先生、そして幹事の方々には感謝申し上げたいと思います。

【和田惇ニ】

私は、インターンシップの関係で２日間しか参加出来なかったのですが、その中でも山登りがとても印象深く、有意義な時間だったと感じています。
その理由としましては、今まで話をしたことがなかった人と山登りの時間を通して多くの話をすることが出来たからです。素晴らしい景色の中だと心が解放的になるのか初めて話す人とも話が弾み、砕けた話から真面目な話まで多くのコミュニケーションを取ることが出来ました。また、頂上に着いたときの達成感は今まで感じたことのないものであり、それをゼミ生の仲間と一緒に感じることが出来たことはとてもうれしく、新たな仲間とは絆を作ることができ、今までの仲間とは絆がより深まったと思いました。

このようにゼミ生同士で絆を深めることは、夏合宿だけで終わりにせずにこれをきっかけに今後も多くのコミュニケーションや積極的なイベントへの参加を通しておこなって行こうと思います。

最後になりましたが、このような素晴らしい機会を与えて下さった梅沢先生を始め、幹事の皆様には本当に感謝しています。誠に有難う御座いました。
（２年生）

【厚地裕太】（大東文化大学法学部法律学科２年）
私にとって今回の夏合宿は、とにかく内容の濃い、楽しい4日間となりました。

私は今回の夏合宿では、イベント班の幹事を務めさせて頂きました。3日目のレクリエーションは、行うことができませんでしたが、バスレクやキャンプファイヤー等、ゼミ生の皆さまに楽しんでいただき、一生懸命イベント班の仕事をやってきて良かったと感じました。私を、このようなやりがいのある幹事に選んで下さった先輩方には、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。

私が今回の夏合宿で特に勉強になったと感じたのは、やはりディスカッションです。 ディスカッションを通じて、先輩方や同輩から普段聞けないようなお話や、自分とは違った考え、そして同輩が今どのような考えを持ち、この人間力アカデミーに参加しているのか等を聞くことができ、改めて自分を見つめ直す大変良い機会となりました。また、ディスカッションでは、自分の意見を相手に伝える難しさ、話し合った内容を上手くまとめ、それを皆にわかりやすく発表することの大変さを学びました。

夏合宿で一番印象に残っているのは、4日目のディスカッション後に、梅沢先生に「ディスカッションの発表、上手くできていました。」とお褒めの言葉を頂いた時です。私は3日目のディスカッションでは、自分の思うように発表することができなかったのですが、4日目のディスカッションでは、3日目の失敗をバネに、私自身納得のいく発表をすることができました。自信を持ってできたディスカッションの発表を、梅沢先生に褒めて頂いたので、本当にうれしく感じました。私は、梅沢先生にお褒めのお言葉を頂いた後は、うれしさのあまり常に笑顔でした。
最後に、アカデミーの参加についてですが、私はこの人間力アカデミーに初めて参加させて頂いた時から、たとえ主が経営学部であっても、このゼミで頑張っていこうと決心しておりました。今回夏合宿を終え、また一段とその気持ちが強まりました。これからも積極的にゼミに参加し、今自分にできることをしっかりとやっていきたいと思っております。
【岩田拓也】

合宿は楽しかったです。様々なイベントはもちろんのこと、宿泊先での仲間との他愛のない会話など本当に楽しく充実した4日間でした。

特に印象深かったのは、ディスカッションです。同年代の方々と真剣に語らうという機会が皆無だったので、今回のディスカッションは新鮮で、考え方や感じ方は人それぞれなのだと改めて勉強になりました。他に感じたことは、先輩方の凄さです。今回の合宿で私は生活班の幹事を務めさせて頂きましたが。私が自分の仕事で手一杯なのに先輩方は、自分の仕事はきっちりこなし、さらに後輩のフォローもしていて本当に凄いと思いました。私もそういう人になりたいです。

今後のアカデミーへの参加について。今回夏合宿に参加させていただきアカデミー生の意識の高さを実感ました。そういう方々と一緒にチュートリアルやインターンシップ等に参加することで、自分が成長できると感じました。だから今後もアカデミーへ参加します。よろしくお願いします。
【牛田大介】

夏合宿の4日間では、とても充実した濃い時間をすごすことができました。

よく話す人たちの意外な一面を垣間見れ、より親密になれましたし、初めて会った人たちとも胸襟を開いて話をし、親しくなれたと思っております。その助けとなったのは数々の楽しいイベントです。

まずはバスのレクリエーション。同じ列となった人とチームを組み、一致団結してゲームに参加することで絆が深まると同時に、後の会話のきっかけとすることもできました。登山でも、仲間と苦楽を共にすることでより親密な関係になれましたし、普段話をしない先輩方と一緒に下山したので、その先輩たちの意外な一面を発見でき、より身近な存在に感じられるようにもなりました。

ディスカッションでは一つ一つの課題がよく考えさせられるような内容設定がなされていて自分の考えを整理するだけでもとてもためになりました。それ以上に、同じグループとなった同輩や先輩の考えを聞き、議論し、内容をまとめることはとても楽しく、いい勉強になりました。先輩達は皆、考え方や話し方、議論のまとめ方、進行の仕方など、惚れ惚れするような手腕で、今回のディスカッションはそれをじっくり見ることのできるいい機会でした。真剣に意見をぶつけ合って議論しあった皆とは、強い絆ができたと思っています。

改善点としては、参加する直前まで情報がぜんぜん入ってこなかったことでしょうか。テスト期間をはさみ大変忙しかったこととは思いますが、合宿初参加の身としては相当不安でした。しおりを渡されて初めて詳細がはっきりとわかりましたが、そのしおりをいただいたのがバス発車直前でした。詳細をいつご連絡していただけるか等、事前にお知らせしていただけると不安はだいぶ和らいだのではないかと思いました。ひとたび合宿が始めると、とても楽しく、有意義な時間を過ごせました。
すばらしい時間と場所の提供、ありがとうございました。

【岡島泰子】（大東文化大学文学部書道学科２年）
私は授業の為一泊二日の参加でしたが、短い時間の中で、話したことのない先輩や同学年の人、他大学の人とできるだけ沢山話しをすることを目標に今回の合宿に臨みました。

行きのバスでのレクリエーションでやったゲームは、縦や横のグループ対抗だったので、楽しみながら周りの人とコミュニケーションをとることができました。とても話しやすい環境だったので、移動時間をもてあますことなく楽しむことができました。また、キャンプファイヤーが本当に楽しくて印象的でした。火を点けるところから本格的で、マイムマイムを踊ったり、ゼミ生同士の質問コーナーがあったりと、みんなで楽しめる企画が沢山あり、ゼミ生の仲の良さを知ることができました。

今回の合宿は半分しか参加できないということもあって、行こうかとても悩んでいましたが、帰る頃には最終日までいたかったなと思うくらい楽しく、合宿に参加して本当に良かったです。長野の綺麗な自然の中の過ごしやすいペンションといった良い環境で、とても充実した時間を過ごすことができました。

ゼミ生一人一人が自分の役割に責任をもって、みんなを楽しませようと取り組んでいる姿が印象的でした。頑張っている方々がいたからこそ、楽しめた合宿だと思いました。また私自身では、どんな人にも対応できる、コミュニケーション能力がいかに大切かがよく分かった合宿でした。

このゼミの良さをなんとなくでも知ることができたと思います。今までは、火曜セミナーのみの参加でしたが、サンデー・サロンなどにも積極的に参加しよう思いました。 

【小神野翔平】

１．４日間の合宿を振り返った率直な感想

合宿を通して特に印象深かったのが登山でした。登る前から頂上まで登り無事に下山することができるのだろうかと合宿一日目の夜は不安で寝るにも寝られなかったです。ところが、いざ登ってみると清々しい天候で、それまで話すことのなかった２年生と交流を深めることができ、頂上に辿り着いて食べたおにぎりが忘れられない味となりました。下山の途中では、滑る岩場に気をつけながら日大の先輩方とお話しすることができました。山を登るにあたってこんなにも人との関係を深められるとは合宿前の私では到底考えられなかったです。

また、大人数でのキャンプファイヤーでゼミ生同士での質問を設けてくださったり、飯合炊爨の時間を短縮するために野菜の仕込みを済ましてあるなどこと細かな準備がなされていた点でも印象的でした。

様々なイベントの中でも私自身驚かされたのが、ディスカッション（グループワーク）です。このイベントでは、先輩方からインターンシップ・チュートリアルの体験談から発表のまとめ方まで教えて頂き貴重な経験となりました。いざ、発表するとき度胸の度の字もなく緊張で声が 震えたり、伝えたいことも口で伝えられず人前で話すことがこんなにもできないのかと思ったりもしました。

そのような中、私は落ち込んでしまう感情よりも大自然の中でこのようなグループワークをする事がとても新鮮だなという感情のほうが上回ってしまいました。そして、少しでも多く人前で話す機会を設けようといつもと違った前向きな自分がいました。私が最も先輩方との交流を深められたのも、この人間力アカデミーの大切さを痛感させて頂けたのもこのディスカッションが一番だと思いました。

２．人間力アカデミーの参加についてどう考えているのかについて

私が、今一番に不安に思っていることは就職に対する準備不足です。私自身様々な業界に対しての視野が狭いためどのような仕事をされているのかが分からず自分が本当にやってみたい仕事が発見できていません。

そのために私は、この人間力アカデミーでしかできないチュートリアル、サンデー・サロンに力を入れていきたいと思っております。サンデー・サロン、チュートリアルに参加することによって企業の歴史から仕事内容、やりがいなどをお聞きできます。さらに、企業の方へ質問ができるなど普通の学生では考えられないイベントなので積極的に取り組みたいと思います。また、幹事役の仕事に参加しその場に応じた気配りやメールのやり取りなどを学び、社会でも通用するような人間になれるよう励みたいと思います。

【金子直矢】

私は今回の夏合宿で、貴重な体験が出来たと思っています。

その事を強く感じたのは、グループディスカッションです。色々な人達の考え方を聞くことで、自分の考え方が広くなったと感じています。また、先輩方が私達のために真剣に指導してくださり、とても嬉しかったです。その中で、五十嵐さんが「本気で話し合おう」と言ってくれた事で、なかなか自分の意見を素直に言えない私でも、自分の考えや思いを素直に言う事が出来ました。

これは私事ですが、私が泊まったところはアコールデだったので、人数が少ない事もあって先輩方や同輩と家族のように仲良くなれたと思います。

最後にこのような貴重な場を与えてくださった先生にはとても感謝しています。これからもゼミ活動を頑張っていこうという意欲が一段と増しました。私自身未熟者ですが、ご指導の程宜しくお願いします。

【鎌田征希】

私が、夏合宿で一番印象に残っている事はディスカッションです。普段ディスカッションをする機会が無く、アカデミーでディスカッションをする場を始めて設けられ、合宿前は期待と不安で頭がいっぱいでした。個人的には、３回発表する機会がありましたが、１回１回反省するべき点を踏まえ発表を行いました。考えを上手くまとめられず発表した１回目から、２回目は発表前に内容を整理して出来る限り焦らずハキハキと発表する事を心掛け少し感触を掴みました。３回目の発表は、前日に内容を伺っておりましたので、発表の流れを考え、自分の一番伝えたい事が伝わるように心掛けました。ディスカッションを通して、自分の意識の向上や、自分の課題点が見え、そして、一番感じたのは自己の成長です。３回目の発表が終わり、梅沢先生から初めてお褒めの言葉を頂いたとき、素直に嬉しく感動的でしたし、とてもモチベーションが上がりました。自分の課題点を見つめ直し、現段階で自分の出せる力を出していけたと思います。

また、イベント班の幹事も務めさせて頂きましたが、先輩の頑張る姿、率先して動く姿を間近で見て、大変刺激になりました。自分がイベント班の力になれたのか不安な部分はありますが、先輩方と１つの事に向け作業していく中で、感じる事、学ぶ所が多くありました。

以上２つの中で、私が特に感じた事は、先輩方の話し合いへの積極性です。個人の意見や、他人へのアドバイス等が、途切れる事が無く、これは私自身の足りない部分であり、見習わなければいけない部分もであると肌で感じました。

梅沢人間力アカデミーは、自己を成長させる一番の場であると思います。合宿を通して、今まで以上に実感しました。何事よりもアカデミーを一番に考えたいと思います。自分に刺激的、魅力的なアカデミーを通して、魅力のある人間性を養う為、今後のアカデミーの活動にも積極的に臨んでいきます。
【紙原俊徳】

印象に強く残ったのはやはり登山とディスカッションでした。

登山は正直舐めていた部分があり、“こんなに大変なのか”という気持ちで登っている途中頭がいっぱいでした。でも終わった後は“やりきったな”という気持ちでいっぱいだったのでとても気分が良くてやってよかった思えるイベントでした。

ディスカッションは、自分の思ったこと、感じたことに対して先輩、同輩ともにとても真面目に意見を出してもらえたので“もっとやっていたいなと”思うくらい充実した時間が過ごせました。

合宿に行く前は初めて会う人が半分くらいいたのでとても不安だったのですがいざ始まり、話しかけると皆さんとてもフレンドリーに返してくださったので積極的に話しかけることができ、最終的にはほぼ全ての人と話せ、知り合うことができました。

総合的には大変だったけど、とても充実していて楽しい合宿でした。

【川股慎太郎】（大東文化大学法学部法律学科２年）
今回、私は何の役職にも就いていませんでした。合宿前は忙しそうにしている厚地君の姿を見て仕事のない自分はラッキーだ、と思っていました。しかし、いざ合宿が始まって、忙しいながらも生き生きとした先輩や、同じ２年生の表情を見て、羨ましいと同時に、なぜ私があの場で一緒に仕事が出来ないのか、と悔しく思えました。その原因を考えると、私はゼミに対して消極的で仕事を任される様な人間に値しなかったのだと思います。そのため、私はこれからのゼミやチュートリアル、後期のインゼミに目的意識をもち、積極的に参加することで、いつかまたこの様な機会があった時に、川股ならこの仕事を任せても大丈夫だ、と先生、先輩方、また同じ２年生からも言ってもらえるような人間になりたいと強く思いました。

合宿の中で印象に残っていることは、ディスカッションです。何故かと言うと、私個人３年の先輩方とお話しする機会を逃していたので、ディスカッションの中で、３年の先輩方の意識の高い考えを聞くことができて、とてもいい経験を積めたと思います。また、同じ２年生のゼミに対する各個人の考えを聞き、先生、先輩方もおっしゃっていましたが、私自身、意識の高さに驚き、すでに離されている、と焦りを覚えました。しかし、これだけ意識の高い人が同期にいることは切磋琢磨し、お互いを高め、成長することができるという点に関しては、素晴らしいことだと思いました。

合宿を終え、今後は行動の一つ一つに目的意識を持ち、真意を捉えてアカデミーに参加したいと思います。私は意識の高さで負けるつもりも、埋もれるつもりもありません。頑張ります。
【京兼麻依】

夏合宿のこの４日間は、私にとって非常に貴重な経験となりました。先輩や同輩と時間を共にすることで１日１日を楽しく過ごすことが出来、時が過ぎるのもあっという間でした。この夏合宿では豊富なイベントが魅力的で、そのどれもが大変充実していましたが、私は中でもディスカッションが一番印象に残っています。

言語化と人とのコミュニケーションが苦手な私にとって、実はディスカッションこそが、この夏合宿の一番の不安要素でありました。案の定、実際のディスカッションでは、うまく自分の考えを周りに伝えることが出来ずに悔しい思いをしました。しかし一方では、先輩や同じ２年生が素晴らしい考えを持ち、それを上手く発信しているのを見て、大変感化されました。このように何かについて真面目にディスカッションをする機会は、今までにあまりなかったので、非常に勉強になりました。周りの人が持つ能力や人間力の素晴らしさを再確認しましたし、自分に対して問題意識を強く持つきっかけとなりました。

また、ディスカッションの中で、ゼミの本質をだんだんと理解することが出来たと思います。様々な人のゼミに対する想いを聞いているうちに、もしかしたら私はゼミについて本気で考えたことがなかったのかもしれないという反省の念が芽生えました。梅沢ゼミには、先生が整えてくださった素晴らしい環境があり、さらには同じ志を持った素敵な先輩や同輩がいます。十分すぎる程の成長の場であるこのゼミに対して、私は、今まで受け身でしかなかったのだと思いました。この環境に対して私はそれ相応の姿勢や努力ができていなかったのだと思います。しかし、梅沢ゼミの本質を知り、自分の未熟さを痛感した今、自発的に、また積極的にゼミへ関わって行き、日々努力を重ねてゆくことによって、ゼミに相応しい人物になりたいと思いました。私はディスカッションによって、大変に心情の変化がありました。ディスカッションの場は、今後も出来ればあってほしいと思います。

今回の夏合宿では、私はゼミ生とのコミュニケーションやイベントを通じて、ゼミに対して初心を取り戻すことが出来たと思います。また、それ以上に向上心を持つことが出来ました。もちろん夏合宿は思い切り楽しむ場でもあったのですが、私は、一番には大きな学びの場であったと思っています。このような素晴らしい機会を作ってくださったことに対して、改めて梅沢先生や４年生を中心とした幹事皆様に感謝を申し上げたいと思います。本当に有難う御座いました。
【楠本美和】
私は今回のゼミ合宿に参加させていただいて、今までお話をしたことのなかった大東の先輩や同輩とお話することができ、一言で言えば本当に楽しい合宿でした。

登山は想像していたよりもきつかったです。

イベントの中でも特にディスカッションはとても印象的でした。普段なかなか聞く機会のない先輩や同輩の気持ちや考えを聞くことができ、新しい考え方や見方に気付きました。また、話している先輩方はかっこよかったです。私も先輩方のように後輩にかっこいいって思われる先輩になりたいと思いました。ですからこれからもこのアカデミーに参加し成長したいと思います。
【倉田理紗】

一番印象的に残っていたのは、２日目の登山です。

登山は小学校の高尾山以来でしたが、あの頃とは比べ物にならないほど疲れました。それでも久々の登山は、いい経験ができたと思っています。

他に為になったのは、ディスカッションです。他の先輩方や同輩とも、真剣なお話ができたいい機会でした。先輩方は、この合宿のために多くの準備をしてくださり、本当に感謝しています。そんな努力家で真面目な先輩方を見て、改めて感動しました。

今後も、このゼミで貴重な経験をより多く積んで、ひとまわりもふたまわりも大きい人間に成長できたらと思っています。
【小林郁美】

夏合宿の４日間を通して、確かに得たものはいくつもあり、今後の自分への影響力はどれもおっきいです。

特に、登山とグループディスカッションが感銘深かったです。小学生の林間学校のときに一度きり登山の経験があるだけで、不安半分楽しみ半分だったのですが、いざ登ってみるととても大変でした。山の斜面は急だし、足元は不安定で滑るし、無我夢中で登りました。しかし、前後の先輩たち、同輩たちに声をかけてもらいながら、または声をかけながら頂上までたどり着くことができました。頂上にたどり着いた時の達成感といったらこのうえなく爽やかなものでした。なんといっても、「諦めない」ことを学びました。

グループで話し合い、自分たちなりの答えを出すグループディスカッションも初めて体験し、みなさんがどのような考えをもっているのかを知れてとても為になりました。また大衆の前で発表することも、人見知りのわたしにとってとても為になりました。

振り返ってみるととても充実した４日間でした。どの行事も楽しめたし、今後の自分に絶対に影響する体験もできたので夏合宿に参加して本当によかったと思います。忘れることのできない夏の思い出ができました。

【田中大介】（東洋大学理工学部建築学科２年）
私は、この夏合宿の中で、多くの事を学ばせて頂きました。１日目に行った自己紹介では、参加者全員の夏合宿における目標を聞く事ができ、とても参考になりました。そして、２日目の登山は、普段あまり運動をしない私からしたら、とても辛い事でした。しかし、歩ききる事ができ、今までに味わった事のない感覚になりました。また私のこの２日間を通して１番の収穫は、今まで話した事のない、アカデミー生と話せた事です。同じ釜の飯を食べている内に、ただのあいさつ程度の会話ではなく、自分の胸の内を話せるようになり、この夏合宿に参加してよかったと感じる事が出来ました。私はお恥ずかしいのですが、この梅沢アカデミー内で自分の胸の内を明かした事がありませんでした。自分の中で無意識の内に、壁を作っていたのかもしれません。しかし、このような場を設けて頂き、生活を送っている内に話す事が出来るようになっていました。私は建築学科に在籍しています。今までは、在学中に建築事務所の方々とのコネクションを作り、その建築事務所にあわよくば就職をして、将来独立をしたいと夢みていました。しかし、この梅沢アカデミーに出会わせて頂き、インターンシップを始めチュートリアル、人間力の重要性、魅力溢れる先輩方との出会い、また大和ハウスの斎藤拓也さんを始め、多くの企業人の方々のお話を聞かせて頂いている内に、今までよりも視野が広がり、企業への就職に憧れを抱くようになりました。このように思えるようになれたのも、梅沢先生を始め、多くの先輩、卒業生の方々のおかげだと思っています。しかし、ごく最近になって私の建築学科の先輩から、建築の道に進みたいなら、今まで以上に建築の授業に集中しなくてはいけないのは勿論のこと、製図の授業をもっと頑張らないと建築士には到底なる事は出来ないと言われました。私自身、今現在、企業への就職と建築士になることの２つの狭間で悩み続けているのは事実です。私がこの事を話した事のあったのは、寺澤君と大学の同じ学科の友人２名だけでした。しかし、私はこの夏合宿において、この事を話せたのはとても大きな収穫だと思っています。 

２日間という短い期間でしたが、本当に多くの事を学ぶ事が出来ました。このような機会を与えて頂き、梅沢先生を始め、夏合宿幹事の方々、多くの参加者の方々には心より感謝の気持ちを申し上げたいと思います。梅沢人間力アカデミー夏合宿に参加させて頂き有難う御座いました。

私が今回の夏合宿に参加させて頂いて、良かった思う点が３つあります。

１つ目は、初日に宿舎前の芝生で行った、自己紹介です。自己紹介の際、アカデミー生のこの合宿に向けての目標を聞けたのは、私にとってとても刺激になりました。皆さんの考えを聞けて、とても良かったと思う反面、今の自分の不甲斐なさも知れて、初日から刺激的な体験が出来ました。

２つ目は、２日目に行った飯綱山・瑪瑙山の登山です。私は体力には自信があったのですが、いざ上ってみると正直つらいものでした。しかし、登っている最中のアカデミー生達との会話や、頂上を目指し皆で頑張るという感覚は、私にとってとても心地良いものでした。いざ頂上に到達した時は、達成感で満ちていました。これも皆で登り切ったからだと思います。

３つ目は、宿舎での共同生活です。あまり話した事のないアカデミー生の方々も多くいた中、この共同生活でたくさんの方々と会話が出来たのは、とても良い体験になったと思います。あまり話した事のなかった事も話せ、とても良い共同生活だったと思います。

私は学校のテストの都合で、２日目に先に帰宅させて頂きました。この事もあり、私はディスカッションに参加ができませんでした。４日間の合宿を終えて帰ってきた方々から、ディスカッションはとても魅力的な内容だったと伺っております。このディスカッションに参加出来なかったのは、とても心残りです。しかし、私はたった２日間でしたが、この夏合宿を通してとても多くの事を学ぶ事ができ、楽しむ事が出来ました。そして、今まで以上にこの人間力アカデミーの事を、好きになれました。

私は、このアカデミーで最後まで頑張っていきたいと思っています。私は先日の夏合宿を含め、多くのイベントに参加させて頂きました。梅沢先生を始め多くの先輩方にご指導をして頂き、このアカデミーに５月の頃とは比べものにならないくらいの、魅力を感じております。ここで築いた多くの方々との人間関係も、とても素晴らしいものばかりです。以上の点からも、このアカデミーで最後まで頑張っていきたいと思っています。
【中田隼太郎】
4日間という短い間でしたが、とても内容の濃い貴重な体験をする事が出来ました。

1つ1つどれも素晴らしいイベントだったのですが、やはりはっきりと成長する事が出来たと実感できたイベントはディスカッションでした。自分の意見だけではなく、先輩の経験やアドバイス、同期の意見も混ぜながら1つの報告として発表する難しさや、緊張によりリハーサルでは言えた事が本番になると言えなくなるなど、あの真剣な場だからこそ学べることが多かったです。

回数を重ねる事で最初の頃と比べ、人前に立って発表する抵抗感が減っていき、まだまだ十分では無いのですが、慌てずに発表することが出来るようになっていきました。それにより、自分に自信が持てるようになり、積極的に自分の意見を述べることが出来るようになりました。文の構成や発表の仕方も先輩に学べたのも大きな収穫でした。先輩達や同期の仲間達と1つのテーマについて考え話し合い、発表する事で楽しみながら学べる事が出来たので、本当に素晴らしいイベントでした。

改善点としましては、登山が予定時刻より大幅に遅れてしまった事で、全てのイベントを行う事が出来ず、以後のスケジュールも大きく変わってしまったので、時間内に収まる範囲の登山を行うことが望ましいと感じました。

合宿を通して人間力アカデミーを肌で感じる事で、改めて「人間力」という魅力に引き込まれました。たった３泊4日間だったのですが、達成感と自分に対する自信の変化が手に取る様に感じる事が出来たので、このアカデミーで揉まれながら残りの大学生生活を過ごしたら、一体どれ程成長する事が出来るのかと楽しみに思いました。

人間力アカデミーの一員として恥じない人間になれるよう、積極的に参加したいと思います。
【福島由香】

合宿を振り返ると、全てのイベントにおいて得るものが大きく、あっという間の4日間だったと感じます。その中でも特に私はディスカッションに参加した事でアカデミーの魅力を多く知れたと思います。

最初は70人もの前で発表することが不安でした。しかし、このディスカッションのメインの部分は発表ではなく、先輩方とのコミュニケーションの部分であり、そこから学ぶことが多くありました。

1回目のディスカッションでアカデミーの魅力の一つである、縦と横の繋がりはなぜ生まれたのかというお話しを先輩がしてくださいました。縦の信頼関係は、先輩に親身に就活サポート等をしてもらったことによる感謝の気持ちからくるものであり、横の信頼関係は、同輩同士がお互いの考え方や努力を見ていて、認め合っていることからくるのだとわかり感銘を受けました。このような深い信頼関係はそう簡単に築けるものではなく、アカデミーがいかに成長できる環境であるかを、改めて実感しました。

また、最終日に行ったアカデミーの魅力についてのディスカッションでは、アカデミーが就職率100％という結果を残している理由は、インターンシップ等の企業との深い繋がりであり、そのような機会に参加することでより成長できるのだと再認識しました。

私は合宿を通して、ゼミ生同士の信頼関係と就職支援は、どちらも重要なアカデミーの二本柱であり、最大の魅力だと感じました。

梅沢先生が以前されたお話しの中で、このアカデミーの魅力は入ってみないとわからない、と仰っていましたが、本当にその通りだと思います。今思えば、今までの私はアカデミーの魅力を理解できていなかったので、アカデミーの活動に対する姿勢が中途半端だった上に、受身だったと感じます。そのため、この先アカデミーを続けらるかどうか少し不安に思っていましたが、合宿に参加してみて上記で述べたように、アカデミーの魅力をはっきりと認識したので、今後の活動は目的意識を持って参加できると感じています。特に、以前の考えと違う点は、チュートリアルなどに参加するだけで成長できるかというとそうではなく、ゼミ生の中でもまれたり、さまざまなイベントに参加する中で幹事の役割をいただいたりすることによって、自分自身をより成長させることができるのだと考えている点です。

私は合宿で会計班の幹事の役割をいただきましたが、全力で務められなかったことを今になって後悔しています。しかし、合宿がこうして成功を収めるまでに先輩方の大変な努力があることを幹事会などから、肌で感じることができたのはとても良い刺激になりました。

合宿での反省点も踏まえて今後の活動に積極的に参加し、合宿で見た先輩方のような魅力的な人になるために、アカデミーの一員として頑張りたいです。
【松谷惇史】

私は今回が初めての合宿参加でした。参加前は期待半分、不安半分といった心境でしたが、実際に合宿が始まると、様々なイベントや合宿所等でのアカデミー生の方々との交流を通じて、次第に不安はなくなっていき、とても充実した合宿を送ることができました。

楽しくて印象深かいイベントばかりでしたが、中でも特に印象深かったのはディスカッションでした。先輩方のアカデミーに対する思いや率直な意見を聞き、このアカデミーのすばらしさを改めて実感することができました。今まで先輩の本音というものを聞く機会が無く貴重な体験でした。また、同輩の意見を聞くことでとても良い刺激を受けることができました。皆は私とは異なり、しっかりとした一本筋の通った意見を持っていました。先輩、同輩方の意見を聞き、自分はこのままでは駄目だ、変わらなくてはならないと感じました。

今回の合宿はとても楽しく、様々な刺激に満ち溢れたものでした。この合宿で感じたこと、得たものを今後の活動に活かしていきたいと思います。また、インターンシップやチュートリアルに代表されるアカデミーでの活動を通して自己を高めていきたいと思います。

【山口沙由未】

梅沢人間力アカデミー生６０名あまりの方々と寝食を共にし、非常に濃密な４日間を過ごさせて頂くことができました。私がこの夏合宿に参加した当初の目的は、今までの限られたアカデミー生との交流にとどまらず、これからのゼミ活動をより楽しくやっていくために、もっとアカデミー生全体の方々と親睦を深めたいというものでした。そして合宿を終えた今、その目的は難なく達成することができました。

特に私は生活班を務めさせて頂いたので、４年生の長嶺麻乃さんと中田裕さんに色々とお世話になり、良くして頂きました。このお２方とは幹事会やディスカッションでもご一緒させて頂いたのですが、先輩方の思考力は本当に素晴らしいと常々感じていました。また、同輩の２年生のみんなとも全員お話しすることができ、中でも中田隼太郎くんとよく話したのですが、非常に意識が高く、話しながらすごく刺激を受けました。なので、同輩ともこれから上手くやっていけると確信出来る良い機会になりました。色々と話し合える場であったディスカッションは、想像以上に楽しかったですし、多数の先輩方から様々なことを教えてもらえて、非常にためになる貴重な時間でした。

未だに登山の疲れが少し残っていて、体力が落ちたことを実感していますが、１年後は先輩方のように自分の考えを持ちつつリーダーシップのある素晴らしい先輩になれるように、心身ともにしっかり成長していきたいと思います。

【山口達也】

合宿を振り返ると、とても楽しい時間を過ごせたと率直に感じます。合宿に参加する前は、３泊４日は長い合宿だな、と感じていましたが、実際はあっという間に時間が過ぎてしまいました。

まず感銘深かったのが、それまで話したことが無かったゼミ生の皆さんと交流を深められたことです。登山や飯盒炊爨などのイベントや宿舎での生活を通して、ゼミ生の皆さんと仲良くなれて、とても嬉しく思いました。次に感銘深かったのがディスカッションで。他のゼミ生や先輩の皆さんがどのような想いでゼミに参加しているのかがよく分かり、自分も負けていられないな、と強く感じさせられました。

今回の夏合宿では、移動班の幹事を務めさせていただきましたが、幹事の仕事を通して先輩方の凄さを改めて実感させられました。僕は、ゼミ生の皆さんを池袋発着のバスと川越発着のバスに振り分けるためのメール作成を担当しました。そのメール作成は、先輩方のアドバイスが無くてはできなかったでしょう。また、定期的にあった幹事会では、僕はテスト等の用事で出席率が低かったのですが、先輩の幹事方の皆さん全体への気遣いを強く感じる場でありました。

ただ、合宿中の様々な場面で、自分の力不足なところも認識させられました。特にディスカッションでの発表を何度か僕が担当しましたが、なかなかスムーズに話すことができませんでした。また、的外れなことを言ってしまったな、と後悔していることが幾つかあります。このようなことを繰り返さないために、普段からスムーズな話ができるように練習を重ね、自分の考えをもっと深めておく必要がある、と感じています。

最後に、夏合宿に参加し楽しい時間を過ごせたことを、梅沢先生、運営に携わった幹事の皆さんに感謝いたします。
【吉田尚人】

この四日間は非常に楽しく過ごさせてもらいました。普段あまり話せないでいた先輩との交流や気の合う同輩と過ごした時間は大変思い出深いものになりました。また生活班での幹事の仕事も最後まで問題なくこなすことができ満足いくものとなりました。それは３、４年生の的確な指示と行動力があったおかげだと思っているので先輩には感謝しています。

数あるイベントのなかで登山、ディスカッションはとても印象深いものになりました。山を縦走するという経験は全くなかったので非常に楽しかったです。そしてディスカッションについては自分たちの考えをまとめ、それを論理的に発表するというのはなかなかないことで言葉にして伝える難しさを知りました。

さらにディスカッションしていくうちにアカデミーについて今まで以上に本質や魅力を知ることができたので自分にとってプラスになったと思います。

最後にアカデミーへの参加なのですが、私は今ギタークラブという部活動をしており、そこで支部長という役職についています、部を運営していく上で行事への参加や仕事などやらなければいけないことが多く、これから忙しくなるアカデミーでの活動に支障をきたすことがでてきそうなのでどうしていくべきか大きな悩みになっています。ですがアカデミーの本質、魅力を知れた今はアカデミーに積極的に参加していきたいと考えています。
（１年生）

【白石晴菜】（青山学院大学法学部法律学科1年）
今回、大学のテストがあったため、本来ならば３泊４日のところ１泊２日での参加となりました。梅沢人間力アカデミーの夏合宿は大変楽しみにしていましたので、１泊でも参加できてよかったという気持ちと最後まで参加したかったという気持ちが入り交ざっております。１泊２日でしたが、工場見学・登山・キャンプファイヤーと多くのイベントに参加することができ、想像した以上に楽しかったです。

また、夏合宿を通して自分でもわかるくらい成長できました。梅ゼミのみなさんとも親睦を深めることができましたし、自分の意見を明瞭に言えるようになったと思います。

今回の夏合宿におきましてはイベント班の幹事を務めさせて頂き、準備の段階から夏合宿に携われたことを光栄に思います。数あるイベントの中でも特に登山が印象深かったです。登山をするのは小学校の修学旅行以来でして、瑪瑙山・飯綱山のような手も足も駆使する山に登るのは初めてのことでした。普段運動不足な為、体が追いつかず何度も転びましたが、頂上についたときの達成感は大変心地よいものでした。

人間力アカデミーの合宿を実体験し、ますますアカデミーの活動への意欲が向上致しました。今から来年の夏合宿を楽しみにしております。
以上
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